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「CADEWA Smart V3.0」

設備基本IFC検定 合格第１号

（BIM対応強化）

株式会社四電工 CAD開発部
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CADEWA Smart のご紹介
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● 2021年7月30日付

2021年9月1日発売予定の「CADEWA Smart V3.0」が
「一般社団法人 building SMART Japan」が実施する
「設備基本IFC検定」において、入力・出力共に合格しました。
（建築設備CAD 合格第１号）

精度の高いIFCデータ
互換が認証されたこと
で、BIMにおける
「CADEWA Smart」
の活用範囲がさらに
広がります。

設備基本IFC検定合格について
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● building SMART Japan ホームページ

設備基本IFC検定合格について



All Rights Reserved, Copyright © 株式会社四電工 2021 5

BIMにおけるIFCの役割

● BIMとは

出展：建築BIM推進会議.”建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第１版）”
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BIMにおけるIFCの役割

● IFCとは

「一般社団法人 building SMART Japan」を含む
「building SMART International」が策定する
「BIMデータの流通」を目的とした中立でオープンなCAD
データモデルのファイル形式。
国際標準であるが、日本国内においては、国内独自で策定
された、設備属性をIFCデータ内に追加することで、異なる
設備CAD間でIFCデータをやりとりする際の互換性向上を
図っている。
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BIMにおけるIFCの役割

●設備基本IFC検定とは

BIMにおいては、様々なソフトが介入することとなり、各ソフト間
でのIFCデータの互換精度は担保される必要がある。
各ソフトのIFCデータの互換精度が低くなると、BIMそのものが
成り立たなくなる。

日本国内におけるIFCデータ連携の精度向上と建設業の実務
における IFC利用普及を推進するために、第三者機関である
「building SMART Japan」がIFC検定を実施。
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設備基本IFC検定概要

● 今回（2021年）の設備基本IFC検定

今回（2021年）の設備基本IFC検定は、前回（2017年）と
比較して、合格条件が各段に厳しくなり、部材の欠落はもちろん、
構造定義や積算に関する情報の他、多くの属性情報の保持が
合格条件に追加された。
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設備基本IFC検定合格のメリット

● 合格のメリット

① IFCで定義された設備部材において
・入力後、他設備CADの部材を「CADEWA部材」として
扱うことができる。

もしくは

・入力後、 「CADEWA部材」として扱えない部材であっても、
属性情報は欠落なく確認できる。

・出力においても、抜け漏れなく部材と属性情報を出力できる。

の互換精度が第三者機関により、保証されたこととなる。
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設備基本IFC検定合格のメリット

② 合格ソフトと未合格ソフトとのIFCのやりとりにおいては、部材
互換の問題が発生した場合、どちらに問題があるか曖昧で
あるが、合格ソフト間でのIFCのやりとりであれば、CADEWA
側の問題か相手側の問題かを明確に切り分けでき、解決が
早い。

実現場でのIFCデータ互換において、安心して
「CADEWA Smart」をご利用いただけます。
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設備基本IFC検定合格のメリット

● 今後期待できること（積算や自動化への活用）

① 合格ソフト間（積算ソフト含む）で統一された積算情報
のやり取りが可能になるとことから、
IFCデータからのダイレクト積算の精度向上に期待できる。

② 部屋情報などを利用した自動作図の実現に期待できる。

建設業界において、BIMへの関心はより一層高まっております。
「CADEWA Smart」は、常に時代の変化や市場ニーズに
着目し、今後も様々なBIMに対する強化を図ってまいります。


